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そ
の
他

年
末
年
始

神
社
仏
閣
情
報

◆
福
性
寺(

平
方)

大
晦
日
は
24
時
か
ら
除

夜
の
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
、
地

域
の
人
も
撞
け
ま
す
。
流

山
七
福
神
の
毘
沙
門
天

(

写
真
下)

が
建
ち
、
事
務

所
で
御
朱
印
も
頒
布
。

◆
浄
観
寺(

西
深
井)

大
晦
日
は
鐘
つ
き
が
23

時
45
分
か
ら
始
ま
り
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

12
月
分
の
新
聞
購
読
料
の
集
金
は
、

15
日
頃
か
ら
始
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
年
末
の
慌
た

だ
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ

来
年
は
午
年
！

駒
形
神
社
で
初
詣

流
山
街
道
沿
い
、
運
河

駅
近
く
に
鎮
座
す
る
駒
形

神
社
は
、
鳥
居
横
に
馬
の

像
が
建
ち
、
そ
の
後
ろ
に

は
、
馬
が
９
頭
描
か
れ
た

「
馬
九(

う
ま
く
）
行

く
碑
」
が
建
つ
な
ど
馬

に
ゆ
か
り
の
あ
る
神
社
。

年
末
年
始
に
開
か
れ
る

社
務
所
で
は
、
馬
の
絵

が
描
か
れ
た
御
朱
印
や

絵
馬
も
頒
布
さ
れ
ま
す
。

神
社
付
近
は
か
つ
て

官
営
の
野
馬
放
牧
場
で

あ
る
「
小
金
牧
」
が
設

置
さ
れ
、
良
馬
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
た
場
所
。
源

義
家
が
奥
州
出
陣
の
際
に

立
ち
寄
り
、
愛
馬
を
つ
な

い
だ
と
さ
れ
る
椋
の
木
の

後
裔
も
鳥
居
と

馬
の
像
の
間
に

残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
富

士
山
に
登
っ
た

の
と
同
じ
ご
利

益
が
得
ら
れ
る

と

言

わ

れ

る

「
富
士
塚
」
や

受
験
の
神
様
「
天
神
社
」

も
あ
り
ま
す
。

12
月
30
日(

火)

15
時

よ
り
お
焚
き
上
げ
と
大
祓

い
が
、
大
晦
日
は
24
時
か

ら
御
神
酒
の
鏡
開
き
が
行

わ
れ
、
参
拝
者
に
振
る
舞

わ
れ
ま
す
。

江戸川や利根運河で神秘的な光景

ダイヤモンド富士が見頃に
空
気
が
澄
ん
だ
冬
は
流
山
か
ら
も
富
士
山
が
き
れ
い

に
見
え
る
季
節
。
12
月
初
旬
か
ら
１
月
初
旬
に
か
け
て
、

江
戸
川
土
手
や
利
根
運
河
で
は
太
陽
が
富
士
山
の
山
頂

に
沈
む
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
」
も
見
ら
れ
ま
す
。

昨年12月15日江戸川土手から撮影

流山おおたかの森駅か

ら徒歩２分のところに、

2023年にオープンしたレ

ストラン＆バー｢レトロ｣。

10月からシェフが、江戸

川台で親しまれた｢ブラッ

スリータケ｣の野澤武史

さんに変わりました。

開放的な店内は、調理

の様子が見えるカウンター

席や、ゆったり過ごせる

ソファー席があります。

兵庫･淡路製麺のもち

もち生パスタとドリンク

さい。皆さまにお会いでき

るのを楽しみにしています｣

と野澤さん。夜はフレンチ

の要素を取り入れたメニュー

が楽しめ、毎週金曜はバイ

オリン、土曜はピアノの生

演奏が行われます(不定期）。

☎7197ｰ3267

住おおたかの森北1-9-2

マリンビル4F､ 休 火曜

営11:30〜14:30(Lo. 14時)

17:00～23:00 (Lo. 22時/

ドリンクLo. 22時30分)

インフォメーション

<ランチ>

・サラダ付Ａコース 1600円

・前菜･メイン付Cコース

3800円

<ディナー/チャージ300円>

・アルコール各種 580円～

付のランチはＡ～Ｃコー

スがあり、カルボナーラ

(写真左下)や自家製ボロ

ネーゼなど５種類のパス

タから選べます。一番人

気の前菜付Ｂコース(2000

円)は､鮮魚のカルパッチョ

やカプレーゼなど、日替

わり前菜が約６種(写真上)
味わえます。

｢流山市のえか農園や埼

玉県の西洋野菜など、厳

選した食材を使用してい

ます。ぜひ、ご堪能くだ

貸
切
パ
ー
テ
ィ
ー

～
80
人
可
能

←初石

おおたかの
森S.C●

肉の大山● ローソン●

ホテル●

ルミエール

流山おおたか
の森駅

ライフ
●ガーデン

ドルチェも楽しめます。
ティラミス700円

協力：流山警察署、北消防署

(11/1～11/30)

●江戸川台交番･運河交番
（連絡先：流山警察署 ☎7159-0110）

☆非侵入窃盗(1) 東深井 ☆詐欺(2) 江戸
川台西(1)､江戸川台東(1) ☆自転車盗(6)
江戸川台西(1)､ 江戸川台東(3)､東深井(1)､
富士見台(1) ☆遺失物横領(1) 平方､☆部
品ねらい(2) 江戸川台東(1)､東深井(1)
☆万引き(1) 美原 ☆出店荒し(1) 東深井
☆職権盗(1) 東深井

●北消防署 (連絡先 ☎7152-0119）
☆火災(1) 建物 ☆救急(233) 急病(159)､
交通(13)､一般(48)､その他(13)☆救助(8)
火災(1)､建物による事故(6)､交通(1)

まちの事件簿

☆

令和7年12月14日 ＡＳＡ江戸川台 運河 グ ッ ド ・ モ ー ニ ン グ(3)

地域情報
〒270-0103
流山市美原4-1212-4
ASA江戸川台･運河店
グッド・モーニング編集室
ＴＥＬ.7156-253９
ＦＡＸ.7156-2534

生涯大学校 ☎7170-0500

●こども食堂＆クリスマス会

12/20（土）11：50～食事受付、子ども

無料、大人200円、申込不要(先着65

食）、 10：30～遊びや学びの場あり

●公開講座 1/8(木)10：00～12：00、

神崎のまちづくり、講師＝澤田聡美氏、

1/9(金)13：00～15：00、大河ドラマの

時代考証、講師＝山村竜也氏、いず

れも無料、要申込

江戸川台児童センター ☎7154-3015

●にこにこサロン「お正月あそび」

1/16（金）10：30～11：30 、0～3歳親

子20組、申1/5～受付、先着順

●パパといっしょ

１/24(土)10：30～11：15、0歳～親子

10組、申12/24～受付、先着順

森の図書館 ☎7152-3200、月曜休館

●ギャラリーガラスケース展示「絵て

がみ 十人十色展」 開催中～12/20

(土)9：00～17：00(20日は15：00まで）

●英語絵本読み聞かせ養成講座

1/18（日）10：00～12：00、中学生以

上20人、500円、申12/23(火)10：00～

電話、先着順

利根運河交流館

月火休、☎7153-8555

●利根運河クリスマス

イルミネーション

開催中～12/25(木)同館や運河駅、

理科大や近隣店舗など約20カ所でイ

ルミネーション点灯やツリーの展示

地域のイベント（非営利）を無料で掲載

します。ご希望の方は、内容・連絡先を

明記し、右記の宛先へお寄せください。

メール

さわやかちば県民プラザ ☎7140-8600

月曜・12/29 ～1/3 休所

●高校生バンドフェスティバル

12/20 (土)・21 (日)10:00～17:00、県内高

校生24バンドによる演奏、無料

●ちばアカデミア講座5「ウェルビーイング

～よりよく生きるためのヒント」 1/31(土)14：

00～16：00、講師=楠聖伸氏(武蔵野大学

講師）、対面・オンライン各60人、無料、申

受付中、WEB、電話、来所、1/24締切

県立柏の葉公園 事務所☎7134-2015

●新春呈茶 1/11（日）・12（月・祝）10：00

～15：00、700円、当日受付（先着順）、茶

室☎7134-2017

●犬のしつけ方教室 ワン-POINT Ｌesson

1/11（日）10:00～12:00、20頭、1頭2000

円、申受付中、来所又は電話

●千葉大学講演会「蜜ろうハンドクリーム作

り教室」 1/20（火）①9：30～、②12：00～、

③14：30～、約90分、各26人、400円、申

受付中、来所又は電話

●緑の講習会 13:30～15:30、24人、無

料、要申込、申1/5～受付、事務所、先着

順、☆クリスマスローズなど冬に楽しむキ

ンポウゲ科の花にスポットをあてて 2/4

(水)、講師=金子明人氏(園芸研究家）、

☆春に向けて今から始める病害虫対策

2/16(月)、講師=望田明利氏(GAちば・花

緑の会）

●柏の葉ウオーキングクラブ 体育館前

9:00当日受付、問川口☎090-8499-5454

①健康コース 12/18(木)、大堀川水辺公

園（7km)、200円

②ポール＆ノルディック・ウオーク教室 12

/23(火)、500円、ポールレンタル料100円

③ウオーキング教室 1/7(水)、7㎞、200円

まちの健康研究所あ・し・た ☎7197-7713

ららぽーと柏の葉北館3階

●ファッション講座 12/16(火)13:00～14：

30、40～80代向け、12/20(土）10：30～

12：00、20～40代向け、1000円、要申込

●ゲームでみんなを健康に！ 12/27(土)

13:00～17：00、１時間8人ずつ、switchで

フィットボクシングを体験、500円、要申込

北部公民館 ☎7153-0567

●親子料理教室 12/20（土）9：30～13：

00、小学低学年親子8組、2000円、要申込

●クリスマスおはなし会 12/21（日）10：00

～11：30、大型絵本やパネルシアターなど、

親子20組、無料、申込不要

●クリスマス料理教室 12/21(日)10：00

～13：00、16人、2000円、要申込

※年末年始の開館日は各施設にお問い合わせください。
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江
戸
時
代
23

江
戸
時
代
の
民
間
信
仰
２

=

流
山
の
む
か
し
を
訪
ね
て

=

い
い
、
こ
の
苦
し
み
を
救
っ
て
く
れ
る
の

が
地
蔵
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
蔵

は
頭
が
丸
い
こ
と
か
ら
子
ど
も
の
供
養
と

し
て
も
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

仏
教
で
は
死
後
の
供
養
と
し
て
13
の
供

養
日
を
定
め
て
い
ま
す
。
１
が
初
七
日
、

２
が
二
×
七
日(

ふ
た
な
の
か)

、
３
が
三

×
七
日
、
４
が
四
×
七
日
、
５
が
三
十
五

日
、
６
が
六
×
七
日
、
７
が
四

十
九
日
、
８
が
百
箇
日
（
ひ
ゃ
っ

か
に
ち
）
、
９
が
一
周
忌
、
10

が
三
回
忌
、
11
が
七
回
忌
、

12
が
十
三
回
忌
、
13
が
三
十

三
回
忌
で
す
。
13
の
回
忌
に
は

そ
れ
ぞ
れ
主
尊
が
配
さ
れ
て
い

て
、
三
十
五
日
は
地
蔵
で
す
。

中
国
道
教
の
十
王
経
で
は
三
十

五
日
が
閻
魔
王
で
、
そ
こ
か
ら

地
蔵
は
閻
魔
王
の
化
身
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
地
蔵
は

死
後
の
世
界
を
救
う
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ

ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
現
世
も

救
う
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
具
体

的
な
ご
利
益
と
し
て
例
を
挙
げ
る
と
、
巣

鴨
の
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、
思
井
の
耳
垂
れ
地

蔵(

写
真
左
下)

、
各
地
に
あ
る
延
命
地
蔵
、

子
宝
地
蔵
、
身
代
わ
り
地
蔵
、
出
世
地
蔵

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
旅
の
安
全
を
守
る
地

蔵

は

道

標

も

兼

ね

て

い

る

も

の

も

あ

り

ま

し
た
。

念
仏
講
と
地
蔵
菩
薩

｢

念
仏
講｣

は
浄
土
宗
系
の
信
者
が
、
念

仏
を
唱
え
、
死
者
へ
の
供
養
や
二
世
安
楽

を
願
っ
た
人
た
ち
の
集
ま
り
の
こ
と
で
す
。

農
村
で
は
年
中
行
事
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、

五
穀
豊
穣
や
虫
よ
け
な
ど
の
祈
願
も
行
い

ま
し
た
。
講
は
真
言
宗
の
寺
院
で
も
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宗
派
を
超
え
た
民

間
信
仰
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
庚
申
信
仰

や
十
九
夜
講
な
ど
、
他
の
信
仰

と
も
重
複
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
念
仏

講
の
主
尊
は
地
蔵
菩
薩
が
多
く
、

市
内
の
地
蔵
塔
を
見
る
と
二
世

安
楽
、
念
仏
講
な
ど
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
如
意
輪
観
音(

主

に
十
九
夜
講
の
主
尊)

を
主
尊

に
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

両
講
に
重
複
し
て
加
入
し
た
信

者
が
建
て
た
も
の
で
し
ょ
う
。

地
蔵
菩
薩
は
菩
薩
の
中
で
は
唯
一
頭
が

丸
く
僧
形
を
し
て
い
ま
す
。
釈
迦
の
入
滅

後
、
弥
勒
菩
薩
が
現
れ
る
ま
で
の
56
億
７

千
万
年
の
間
、
六
道
の
衆
生
を
救
う
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
寺
院
や
墓
地
な
ど
に
６
体

の
地
蔵
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、
６
体
の
地

蔵
が
そ
れ
ぞ
れ
役
目
を
持
ち
、
六
道
に
落

ち
た
者
を
救
う
と
い
い
ま
す
。
六
道
と
は

地
獄
道
、
餓
鬼
道
、
阿
修
羅
道
、
畜
生
道
、

人
間
道
、
天
道
の
こ
と
で
、
人
は
生
前
の

罪(

業･
欲)

に
よ
り
死
後
は
六
道
に
落
ち
、

生
ま
れ
変
わ
り
な
が
ら
六
道
を
ぐ
る
ぐ
る

ま
わ
っ
て
苦
し
む
。
こ
れ
を
六
道
輪
廻
と

東福寺の地蔵

光照寺の六地蔵

犬塚の耳垂
れ地蔵




